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◆ 2026年３月期 第２四半期(中間期) 連結決算概況

売 上 高 2,310,128千円 （前年同期比 ＋413,728千円）

営 業 利 益 △76,135千円 （前年同期比 △91,448千円）

経 常 利 益 △91,339千円 （前年同期比 △87,824千円）

第２四半期(中間期)、計画達成に向けた収益改善が順調に進行

ウェルネス事業の成長投資は順調に進めており、前期出店した店舗・事業所が年初より売上に寄与し売上高は前年比を
大きく上回った一方で、就労支援Ｂ型事業所「リバイブ」を中間期までに14事業所を開設したことに伴い、イニシャル
費用等でコスト増加しましたが、これらの投資は事業成長に向けた戦略的なものであり、事業計画との乖離は軽微であ
ると認識しております。
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◆ 2026年３月期 第２四半期(中間期) 連結決算実績
連結貸借対照表(B/S)

25年３月末 25年９月末 増減額 25年３月末 25年９月末 増減額

流動資産 1,363 1,234 ▲128 流動負債 2,003 2,053 49

（現金及び預金） 486 496 10 （短期借入等）※ 1,401 1,388 ▲12

（売掛金） 305 279 ▲25 （その他流動負債） 602 664 62

（その他流動資産） 571 458 ▲113 固定負債 618 609 ▲8

固定資産 2,843 2,949 105 （長期借入） 467 426 ▲40

（有形固定資産） 2,404 2,470 65 （その他固定負債） 151 183 32

（無形固定資産） 102 93 ▲8 負債合計 2,622 2,663 40

（投資その他の資産） 336 385 48 株主資本 1,572 1,506 ▲66

繰延資産 0 0 ▲0 純資産合計 1,584 1,520 ▲64

資産合計 4,207 4,183 ▲23 負債･純資産合計 4,207 4,183 ▲23

自己資本比率 37.7% 36.3%

（単位：百万円）

※ 短期借入金の他、一年内返済予定の社債、一年内返済長期借入金を含んでおります。
※ 百万円未満は切り捨てて表示しております。
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◆ 2026年３月期 第２四半期(中間期) 連結決算実績
連結損益計算書(P/L) （単位：千円）

25年３月期中間 26年３月期中間 前年同期比
金 額 構成比 金 額 構成比 増減額 増減率

売上高 1,896,400 100.0% 2,310,128 100.0% 413,728 21.8%

売上総利益 1,799,589 94.9% 2,123,397 91.9% 323,808 18.0%

販売費及び一般管理費 1,784,276 94.1% 2,199,533 95.2% 415,256 23.3%

営業利益 15,312 0.8% ▲76,135 ▲3.3% ▲91,448 ｰ %

営業外収益 1,765 0.1% 3,552 0.2% 1,786 101.2%

営業外費用 20,593 1.1% 18,755 0.8% ▲1,837 ▲8.9%

経常利益 ▲3,514 ▲0.2% ▲91,339 ▲4.0% ▲87,824 ｰ %

特別利益 4,011 0.2% 19,794 0.9% 15,782 ｰ %

特別損失 5,721 0.3% 736 0.0% ▲4,984 ▲87.1%

税金等調整前当期純利益 ▲5,224 ▲0.3% ▲72,282 ▲3.1% ▲67,057 ｰ %
親会社株主に帰属する
当期純利益 ▲22,353 ▲1.2% ▲66,112 ▲2.9% ▲43,759 ｰ %
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◆ 2026年３月期 第２四半期(中間期) 連結決算実績
連結損益計算書(P/L) – セグメント別 - （単位：千円）

25年３月期 中間 26年３月期 中間 前年同期比

金 額 構成比 金 額 構成比 増減額 増減率

ウェルネス事業 1,708,381 90.1% 1,955,824 84.7% 247,442 14.5%
フィットネス 440,870 23.3% 435,382 18.9% ▲5,488 ▲1.2%
保育・介護等 1,267,511 66.8% 1,520,442 65.8% 252,931 20.0%

クリエーション事業 37,210 2.0% 25,193 1.1% ▲12,017 ▲32.3%
不動産賃貸事業 83,048 4.4% 84,041 3.6% 993 1.2%
その他事業 67,760 3.6% 245,070 10.6% 177,309 261.7%

売上高合計 1,896,400 100.0% 2,310,128 100.0% 413,728 21.8%
ウェルネス事業 20,452 - ▲38,688 - ▲59,140 ▲289.2%

フィットネス ▲71,912 - ▲46,803 - 24,534 34.4%
保育・介護等 91,790 - 8,114 - ▲83,675 ▲91.2%

クリエーション事業 1,470 - 71 - ▲1,398 ▲95.1%
不動産賃貸事業 54,777 - 55,785 - 1,007 1.8%
その他事業 ▲61,387 - ▲93,304 - 31,916 ▲52.0%

営業利益合計 15,312 - ▲76,135 - ▲91,448 - %
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◆ 2026年３月期 第２四半期(中間期) セグメント別概況
・ウェルネス事業

売上高 1,955,824千円(前年同期 +14.5%)

営業利益 △38,688千円(前年同期△189.2%)

〈 フィットネス・保育(企業主導型、認可)・介護(通所、訪問、グループホーム、就労支援事業) 〉

フィットネス

保育(企業主導型保育、認可保育施設)

介護(通所、訪問、グループホーム、就労支援事業)

７月に福岡市博多区御供所町に「スターピラティス博多祇園スタジオ」をオープン、また８月には ”毎日を輝かせる。あたなの生活に星を。”
をコンセプトにオンラインショップ「STAR SHOP」をスタート、収益向上に向けた取り組みを進行中。

カメリアキッズは、４月よりイングリッシュタイムを導入「プリスクール」運営を開始、園児のコミュニケーション向上につながる取り組みを
実施。前年７月に認可保育施設２園が加わったことにより、事業は一層の成長を遂げている。

前期出店した就労支援B型事業所「リバイブ」が集客を伸ばしており収益に大きく寄与、９月までに14事業所の出店展開を進め、中間期で神
奈川県を中心に22店舗（北海道(2)、神奈川県(12)、千葉県(1)、埼玉県(5)、静岡県(2)）となった。

ウェルネス事業では成長が著しい領域への取り組みを進めており、フィットネ
スでは、初心者向けマシンピラティススタジオ「スターピラティス」、保育で
は、英会話をカリキュラムに導入し「プリスクール」運営、介護では、オリジ
ナル教材で無理なく学べる就労支援B型事業所「リバイブ」を軸として収益性
の改善・向上を図っている。
当第２四半期(中間期)は、前期に出店した店舗が順調に伸びていることに加え、
第２四半期にまでに出店した店舗の売上が加わり売上高は前年同期+14.5%。営
業利益は、出店等先行投資費用が膨らんだことにより前年同期△189.2%となっ
た。

損益比較推移 - 第２四半期(中間期) -

24年３月期 25年３月期 26年３月期

0

1,500

1,955

100

1,000

（単位：百万円） 1,7081,606

▲38

売上高

営利
67 20



0

5

10

15

20

0.0

5.0

10.0

15.0
在籍会員数 ﾋﾟﾗﾃｨｽ会員の割合

7©2025 SD ENTERTAINMENT.Inc  All Right Reserved

◆ 2026年３月期 第２四半期(中間期) セグメント別概況
□フィットネス

売上高 435,382千円(前年同期 △1.2%)

営業利益 △46,803千円(前年同期 +34.4%)

災害による閉店や設備の老朽化による閉店が続いた中、事業構造を変化さ
せ収益改善を図るための施策を実施中。
売上高は、集客好調の「スターピラティス」出店展開によりカバーしてい
るものの前年同期に届かなかったが営業利益は、効率的な宣伝・販促と経
費縮小化を行い前年同期を上回った。

損益比較推移 - 第２四半期（中間期） -

24年３月期 25年３月期 26年３月期
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※ 前面は、９月末現在の既存店舗のみの数値の推移となります。

（単位：％）

既存店 会員増減率推移とピラティス会員割合

※ 既存店舗においての在籍会員数は直近３年間で前年同月を上回り、増え続
けている。また、単独店で出店しているピラティス会員は９月末時点で在籍

    会員全体の17％まで上昇

スターピラティス博多祇園スタジオ

所在地：福岡県福岡市博多区御供所町１-９ 博多セントラル
ビル２F

◇ 2025年７月12日 グランドオープン

売上高

営利

451 441 435

△81 △71△61 △62 △47

◇ 2025年８月１日 STAR SHOP - スターピラティスオリジナルグッズ販売 -
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◆ 2026年３月期 第２四半期(中間期) セグメント別概況
□保育･介護等

売上高 1,520,442千円(前年同期+20.0%)

営業利益 8,114千円(前年同期△91.2%)

◇ 保 育 ◇
  園児充足率が例年をやや下回った一方で、売上高は前年度にグループ
インした認可保育園分により前年同期比+10.0%となった。

売上高は、主に前年度出店した就労支援Ｂ型事業所が順調に稼働率を上げ
たことによるもの。
営業利益が前年同期比を大きく下回った主な要因は、就労支援Ｂ型事業所
の14事業所出店に伴う成長投資に係わるコスト増によるもの。

損益比較推移 - 第２四半期(中間期) -

（単位：百万円）
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◇ 介護等 ◇
  通所・訪問・グループホームについては、安定したサービスの提供により
利用者が増え、売上高は前年同期比+14.4%となった。

  就労支援事業は、前年度に引き続き事業所の出店を行っており、４月から
  ９月までで14事業所をオープン。
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◆ 2026年３月期 第２四半期(中間期) セグメント別概況
・クリエーション事業

売上高 25,193千円(前年同期 △32.3%)

営業利益 71千円(前年同期 △95.1%)

オンラインクレーンゲームは配信連動型ブースなどのイベント開催や話題の
景品を投入を行い、一定の効果は維持しているものの、売上高は前年同期を
下回る結果となった。
収益改善のため固定費の縮小を継続し、営業利益はわずかでわあるがプラス
となった。

〈オンラインクレーンゲーム〉

・不動産賃貸事業

売上高 84,041千円(前年同期 +1.2%)

営業利益 55,785千円(前年同期 +1.8%)

不動産賃貸は、リーシング活動を強化しテナント誘致に努めて特定物件の一部
空スペースにて期間限定の催事出店を獲得し売上高は増加。営業利益において
も増加となった。

損益比較推移 - 第２四半期(中間期) -
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◆ 2026年３月期第２四半期(中間期) 事業動向

『スターピラティス博多祇園スタジオ』
  2025年７月12日グランドオープン

博多・祇園エリアに女性専用マシンピラティススタジオ
新登場。祇園駅から徒歩１分で駅近＆通いやすさを両立

博多マルイスタジオとも相互利用ＯＫ！
通勤やお出かけのついではもちろん、お仕事帰りやランチ休憩中
など、より多くの女性が気軽にマシンピラティスを楽しめる好立
地スタジオです。

解放感
抜群！

『STAR SHOP』
  2025年８月１日 STAR SHOPは、誰かの毎日を少し輝かせるようなアイテム

を集めたオンラインショップです。

運動をする日も、仕事に追われる日も、ふとした瞬間
に気分を高めてくれる

そんな “毎日に寄り添うアイテム” を、シンプルで
機能的なデザインにこだわって集めています。

https://starshop.buyshop.jp/
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◆ 2026年３月期第２四半期(中間期) 事業動向
『スターピラティス × The Pilates リハビリテーション教育協会』 業務提携

・スターピラティスは、韓国本部のPMA-ITTAP認定教育機関「The Pilates リハビリ
テーション教育協会」と業務提携し、国際基準のカリキュラムを導入。
札幌支部として認定インストラクター養成コースやワークショップを順次開講予定。

※PMA-ITTAPとは
国際的なピラティス団体「Pilates Method Alliance（PMA）」が運営する、ピラティス指導者養成プログラムの認定制度です。
正式名称は「International Teacher Trainer Accreditation for Pilates（ITTAP）」で、世界基準のカリキュラムや教育水準
を満たした養成コースを認定します。
この認定を受けたプログラムは、マット、リフォーマー、総合的なピラティス指導者養成において、PMAが定める教育原則や
品質基準をクリアしていることが保証されます。個人の資格ではなく、教育プログラム自体の質を審査・認定する制度です。
PMA-ITTAP認定コースを修了することで、世界28カ国で通用する国際的なピラティスインストラクター資格を取得できます。

STAR Pilates主催ワークショップは
「STAR SHOP」でも販売

2026年には、東京・大阪など主要
都市での開催を予定。
順次地方都市へ展開。

第一回養成コース(札幌･2025年８月開催)の様子
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◆ 2026年３月期第２四半期(中間期) 事業動向
【カメリアキッズ ✕ プリスクール】 2025年４月より、カメリアキッズはプリスクールとして始動！

英語コミュニケーション力の基礎作りを行っています。

「英語で学び」「作る／表現する」経験を重ね、知的好奇心を刺激する
カリキュラムで楽しく学ぶ

ミュージック＆ムーブメント(アクティビティ)では英語力を身に付けながら
音楽を通じて身体を使い、表現力を高めていき、子ども一人ひとりの
集中力・判断力・想像力を引き出していくことを目的としています。

【カメリアくん導入】カメリアキッズ保育園監修 防犯システム

園児の安全・保育者の安心・
職員の負担軽減のため
監視カメラ＆ＩＣタグを活用

・保育園内・園外で多発している事故の中でも、近年増加している「置き去り」の事故を未然に防ぐシステムです。
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就労支援Ｂ型事業所「リバイブ」
神奈川県を筆頭に、北海道・埼玉県・千葉県・静岡県
に14事業所を出店！９月末で計22事業所に！

◆ 2026年３月期第２四半期(中間期) 事業動向

●神奈川県（相模原･武蔵新城･南太田･大倉山･本厚木･相模大野･横浜センター北･
関内桜木町･横須賀･横浜青葉台･横浜鶴見）●北海道（札幌宮の沢･新札幌）

●埼玉県（蕨･新所沢･熊谷･川越･川口･北越谷）●千葉県（南柏）●静岡県（沼津･
静岡）

・リバイブ全国事業所対抗 Apex Legends 大会開催
2025年７月に全国10事業所60名が参加し、人気FPSゲーム
「Apex Legends（APEX）」の事業所対抗戦を開催。
各事業所から３人１チームを編成し、バトルロワイアル形式と
チームデスマッチトーナメントで熱戦を繰り広げた。
大会の模様は公式Twitchチャンネルでライブ配信され、元eス
ポーツ選手による実況と元プロゲーマーの特別参戦によって一
層の盛り上がりを見せた。
また、会場では利用者が制作したAI生成イラスト等の応援イラ
ストを展示、利用者とスタッフが一丸となってイベントを盛り
上げた。

本大会では、eスポーツコースの利用者だけではなく、イラスト制
作や配信運営など、さまざまな分野の利用者が役割を持って活躍、
「自分の得意分野を活かすこと」「仲間と協働すること」を通じて
社会参加や就労につながる実践的な経験を積む機会となった。
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免 責 事 項

本資料は、当社の企業説明に関する情報の提供を目的としたも
のであり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的
としたものではありません。

本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判
断であり、その情報の正確性・完全性を保証または約束するもの
ではなく、今後、予告なしに変更されることがありますので予め
ご了承ください。
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